
M
U

S
E

U
M

S
F

O
R

P
E

A
C

E
.O

R
G

 2 0 2 3 年 4 ⽉I N M P  通 信 3 8 号

INMP

http://museumsforpeace.org/


INMPについて
国際平和ミュージアムネットワーク（INMP）は、
平和な世界の構築に尽⼒するミュージアムと関連
プロジェクト、そしてそれらを⽀援する組織や個
⼈のグローバルなコミュニティです。平和のため
の教育を推進し、平和の⽂化を構築し、地球規模
の環境・平和を促進するために、平和のための博
物館（および関連組織）間で知識、資源、素晴ら
しい活動を特定、共有、普及するために

活動しています。

INMP NEWSLETTER EMAIL
inmp.news@gmail .com

INMP WEBSITE
http://museumsforpeace.org

@museumsforpeace

 

@inmp_museums_for_peace

 @museumsforpeace
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INMP通信39号 (2023年９⽉発⾏)
  原稿の提出について

 3 9号の投稿締め切りは、2 0 2 3年7⽉1 5⽇です。

 編集⻑の  K y a  K i mまでメールで原稿を送って下さい。   

  i n m p . n e w s @ g m a i l . c o m

 次のような原稿をお待ちしています。

＊平和に関連する問題やテーマに焦点を当てた簡潔な記事

 （5 0 0字以内、 j p g画像3枚まで）

＊ I N M P会員の博物館からのお知らせ（展覧会、平和教育

 イベントなど）（5 0 0字以内、 . j p g画像3枚以内

＊出版、論⽂募集、平和関連会議、助成⾦・プロジェクト、

 奨学⾦などのお知らせ（2 5 0字以内、 . j p g画像3枚以内）  

＊出版・書籍のお知らせ（2 5 0字以内、 . j p g画像3枚まで）

＊平和に関するアートワーク、詩、写真。

 I N M Pニュースレターは、⽇本語とスペイン語でも配信しています。

. h t t p s : / / i nmp - n ews .museums f o r p e a c e . o r g /

 

購読はこちらから 
https://forms.gle/jdxR5mng3d7qqK1v7

 
本ニュースレターの記事は、執筆者の⾒解を⽰すものであり、必ずしも編集チー

ムや平和のための博物館国際ネットワークのメンバーの⾒解ではありません。

mailto:inmp.news@gmail.com
https://forms.gle/jdxR5mng3d7qqK1v7
https://forms.gle/jdxR5mng3d7qqK1v7
http://museumsforpeace.org/
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     ⽬次

表紙画像：R o b e r t  K o w a l c z y k  

この⾔葉とともに：

 

意識である平和は

⼼の無限の構造の

内にも外にも存在する。

r o b e r t  K o w a l c z y kによる表紙

J o h n  O ' d o n o h u eによる「平和のために』

（詩）  •  •  •  •  •                                            •  •  •  5

I r a t x e  M o m o i t i o  A s t o r k i aのメッセージ  •  •  •  •  •  6

I N M P  国際会議（ウプサラ）  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  7

ウェビナー（テヘラン平和博物館）  •  •  •  •  • 9   

戦争のイメージは⼦どもの⼿の届かない

  ところに  •  •  •                                             1 0

不屈館                   1 1

2 0 2 2年ノグンリでの国際平和会議  •  •  •  •  •  1 2

トラウマの遺産を問う     •  •  •  •  •  •  •  •  1 3

ブラッドフォードでの平和の歴史  •  •  •  •  •  1 5

⽇本での平和博物館全国交流会 •               1 7

すみだ郷⼟⽂化資料館  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •   1 9

ひめゆり平和祈念資料館 •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  2 0

ドイツにおける国際歴史フェスティバル

 参加報告                  2 1

中帰連記念館          •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  2 3

デイトン国際平和ミュージアムでの

  インターン活動  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •  •    2 4

博物館における⼥性：語られない物語 •  •  2 6

コスタリカの平和博物館     •  •  •  •  •  •  •  •  2 8

カンボジア平和ギャラリー・カフェ •  •  •  •  2 9

r e l i q u a r i u m  •レリクアリアム  •  •  •  •  •  •  • •  •   3 0

世界の家プロジェクト  •  •  •  •  •  •  • •  •  •  •  •   •  3 2

平和グローバルアートプロジェクト  •  •  •  3 3

学校と世界における平和の創造    •  •  •   3 5

世界における平和のための博物館         •   3 7  

L i v i n g  p e a c e  m u s e u m  (出版物 )    •  •  •  •  •  •  •   3 8

R e l i n q u a r i u m :ナショナル・プライドと

平和についての⾒解（出版物）               3 9

ロイ・タマシロ (出版物 )    •  •  •  •  •  •  •  •  •  •   •  4 0

イタリアの平和博物館           4 1

最後の画像  b y  r o b e r t  K o w a l c z y k

I N M P  通信編集チーム

K y a  K i m  (編集⻑ ) ,  ⼭根和代  ( I N M P顧問 )

    R o b e r t  K o w a l c z y k 安斎育郎 [ I N M P顧問 ]  

⽇本語訳：⾚松敦⼦、寺沢京⼦、⼭根和代  

スペイン語訳：  I r a t x e  M o m o i t i o  a s t o r k i a



昼の熱気が⻩昏に向かうにつれて静まっていく。

私たちの中で緊張しているものが、すべて和らぐように。

私達は今⽇暴⼒に苦しんだすべての⼈のために祈ります。

予期せぬ平穏が彼らを驚かせるように。

平和のために⽇々命をかけている⼈たちのために。

彼らの⼼が、歴史の中⼼にある摂理を垣間⾒ることができるよ

うに。

暴⼒と戦争で富を築く者たちが

失われた者たちの叫びを夢の中で聞くことができるように。

互いへの恐怖の奥に

侵略へと⼈々を引き寄せる破滅的な⼒を癒す新しい未来像を⾒

ることができるように。

平和の特権を享受している⼈たちが

苦悩する兄弟姉妹のことを忘れないように。

狼が⼦⽺と⼀緒に横たわることができるように。

私たちの剣を打ち直して鋤とすることができるように。

そして聖なる⼭沿いのどこであろうと

何も傷つけられず、害を与えられないように。

ジョン・オドノフ（アイルランドの詩⼈・哲学者）

書籍『ベネディクトゥス』より

                     翻訳：⾚松敦⼦

⼊⼿先：https://johnodonohue.com/store

平和のために
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POEM

© J O H N  O ' D O N O H U E

F r o m  h i s  b o o k ,  B e n e d i c t u s

 

https://johnodonohue.com/store
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IRATXE MOMOITIO ASTORKIAの
メッセージ
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私たちは2022年、国際平和ミュージアムネッ

トワーク（1992年ブラッドフォード、2022年

テヘラン平和博物館）の30周年を祝うととも

に、この30年の間に、世界中の平和ミュージ

アムのネットワークを構築するために取られ

たすべてのステップを思い起こすことで締め

くくりました。平和主義者と研究者が平和の

ためのさまざまな博物館の必要性を考えるた

めに開いた会合が、今では、世界のさまざま

な地域（イギリス、⽇本、オーストラリア、

イラン、スペイン、オーストリア、アメリ

カ、インド、オーストラリア、カナダ、ケニ

ア、オランダ . . .）で、平和のための活動を⾏う

何百もの博物館、博物館関係者、活動家、ア

ーティストが集まる国際ネットワークに発展

しています。平和のための活動を⽂化や博物

館と結びつけ、次の世代のために遺産を残す

必要性を訴えています。

 新しい年が始まり、この新しいINMPニュー

スレターで2023年と春を迎えます。

 ウクライナでの悲惨な戦争が始まってから1

年、世界にはまだ多くの忘れられた戦争があ

りますが、平和の⽂化と⼈権の尊重のために

活動している多くの博物館の⽇々の活動に注

⽬し、苦しみと痛みを⽣み出すだけの⼈間同

⼠の暴⼒の無意味さを認識することが、これ

まで以上に必要です。

 そして、世界の平和のために多くの博物館

が⾏っているこの絶え間ない活動は、多様性

の尊重、元の所有者から無断で持ち出された

物の脱植⺠地化、マイノリティの沈黙し⾒え

ない仕事、私たちの⽇常⽣活で常に重要な役

割を果たし、その存在と職業的価値が--博物館

の分野においても--⼗分に評価されてこなかっ

た多くの⼥性の忘れられた役割に焦点を当て

ることに基づいていなければなりません。

 

このネットワークの⼀部を構成する平和のた

めの博物館は、他のネットワークとのつなが

りを広げ、おそらくまだ⾃分たちを平和のた

めの博物館だと考えていない新しい博物館を

加え始めなければなりません。私たちのコミ

ュニティにおける活動は、⾮暴⼒的な⽅法

で、⾃然、⽂化、社会的遺産とともに私たち

の宝物を守りながら、公正なバランスを模索

する必要があります。この遺産は、私たちが

博物館の部屋で展⽰し、将来の世代に⾒ても

らい、評価してもらうためのものです。

 平和の家とその素晴らしいチームの献⾝的

なリーダーシップにより、ウプサラ（スウェ

ーデン）とオスロ（ノルウェー）で共に過ご

す⽇々に、私たちは再び出会い、抱き合い、

アイデア、展⽰、プロジェクトを共有するこ

とができるのです！この夏（2023年8⽉14⽇〜
18⽇）、INMP第11回国際会議の最終詳細が準
備されています。平和な国スウェーデンは、

平和のための議論、アイデア、リーダーシッ

プで私たちを迎えてくれるでしょう。

Iratxe Momoitio Astorkia
INMP共同代表

 I N M P共同代表
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11回平和のための博物館国際会議
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INMP  CONFERENCE

第11回平和のための博物館国際会議が8⽉14⽇
から16⽇までスウェーデンのウプサラで開催さ
れます。早く到着すれば、8⽉13⽇のガイド付
きウォークに参加することができます。

ウプサラ会議の後、ノルウェーのオスロへのフ
ィールドトリップがオプションで⽤意されてい
ます。ノーベル平和センターやノーベル研究所
などを訪問する機会を設けています。

この会議では、博物館が⼈権の擁護者、持続可
能な社会のための教育者として、いかに積極的
な役割を果たすことができるかに焦点を当てま
す。プログラムは、刺激的な基調講演、プレゼ
ンテーション、パネル、ワークショップ、ネッ
トワーキング、ソーシャル・アクティビティを
組み合わせたものとなっています。

会議は、活動家、学者、専⾨家、学⽣、そして
会議のテーマに関⼼のあるすべての⼈に開かれ
ています。私たちは、参加者が分野や職業を越
えて、⾃分の仕事やアイデアを共有できるよう
な、歓迎される空間を作ることを⽬指します。

I N M P会議のワーキンググループと

平和の家

プログラムには、以下のようなハイライトが
含まれます：  
平和博物館の未来に関するラウンドテーブ
ル・セッション
平和構築のための教育 -平和教育・教育学の
活⽤法に関するワークショップ  
仮想平和博物館・展⽰の案内
Artivism -  プロジェクトのショーケース
博物館や教育のデジタルツール
ホロコースト⽣存者の遺産を守り、彼らの物
語を伝え続けるための⽅法についてのパネル
ディスカッション

会議の締切を延⻑しました！

4⽉17⽇ 提案書提出の締切

4⽉30⽇ 早期登録の締切

5⽉15⽇ 報告受理の通知締切

 /報告の拒否

5⽉31⽇ 発表者登録の締切⽇

*報告が受理された発表者の⽅々には、できるだ

け早くお知らせを開始する予定です。

https://uppsala2023.se/call-for-proposals/?utm_campaign=cmp_3013225&utm_source=getanewsletter&utm_medium=email
https://uppsala2023.se/registration/?utm_campaign=cmp_3013225&utm_source=getanewsletter&utm_medium=email


私たちは、平等を促進し、⼈種差別や不寛容

に対抗し、紛争管理や積極的な市⺠権を訓練

するために、草の根レベルで平和活動をして

います。展⽰、教育活動、演劇、ゲーム、さ

まざまなデジタルツールを使って活動してい

ます。主な対象は⼦どもや若者で、毎年、ス

ウェーデン全⼟の学校で2万⼈以上の⽣徒と会

っています。「平和の家」は⻑年にわたり

INMPのメンバーであり、第11回平和のための

博物館国際会議を主催することを光栄に思っ

ています。

主催者からのお知らせです：  フレデン・フー

スでは、近⽇中に奨学⾦や参加費の減免制度

（新興国からの参加者や学⽣を対象）を開始

する予定です。

I NMP
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この会議では、以下のような興味深い⼈々に出

会うことができます。

Gapminder - スウェーデンの博物館協会  - ミ
ュージアムネクスト  - NIOD (Instituut voor
Oorlogs-、  ホロコーストとジェノサイドの研
究）  - ゲルニカ平和博物館財団  - ウプサラ市  -
ブラッドフォード平和博物館  - ウプサラ⼤学  -
クロスカレント国際研究所  - ひめゆり平和祈念
資料館  - 南スーダンのアフリカ児童兵のコミュ
ニティ平和博物館  - テヘラン平和博物館  - セン
トアンドリュース⼤学  - 平和のためのグローバ
ルアートプロジェクト  - 平和リソースセンター
- 宗教と社会に関する学際研究のためのセンタ
ー  - デイトン国際平和博物館  - ケニアのコミュ
ニティ平和博物館遺産財団  - ウェブスター⼤学
- Peace Boat

UPPSALAについて

ウプサラはスウェーデンの 4⼤都市のひとつ
で、ストックホルム・アーランダ空港から電⾞

でわずか18分のところに位置しています。スウ
ェーデン国内はもとより、世界中から学⽣が集

まる活気ある⼤学の街です。現在、約22万⼈が
暮らしていますが、その数は着実に増えていま

す。

ウプサラは、しばしば「スウェーデンの平和都

市」と称されます。スウェーデンの歴史的なノ

ーベル平和賞受賞者5⼈のうち、4⼈が住んでい
るのです：  ヒャルマル・ブランティング、ナ
タン・セーデルブロム、アルヴァ・ミルダー

ル、ダグ・ハマールショルドです。現在、ウプ

サラには、国際平和に強い関⼼を持つ多くの学

術団体や市⺠社会団体が住んでいます。

平和の家

「平和の家」は平和博物館であり、2006年か
らダグ・ハマールショルドの精神に基づき、平

和、⼈権、社会の持続可能性に焦点を当てた活

動を⾏っているNPOです。
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INMP  国際会議

P h o t o  b y  D a v i d  N a y l o r

 

 

R E D E N  H U Sの詳細はウェブサイト

をご覧ください。

 

第1 1回平和のための博物館国際会

議の詳細については、こちらのリン

クをご覧ください。  

 

また、コーディネーターの連絡先は以

下の通りです：

I N M P . C O O R D I N A T O R S @ G M A I L . C O M



ウェビナーは3部構成で、第1部はエリック・ソ
マーズ⽒（平和史家）、第2部はシャリアル・カ
テリ⽒（TPM広報・国際関係部⻑）、第3部は
キャスリーン・コーガン⽒（プロカウンセラ

ー）がそれぞれモデレーターを務めました。こ

のウェビナーでは、INMPの歴史や平和のため
の博物館の物語について理解を深めるだけでな

く、テヘラン平和博物館について、その歴史、

⽬標、活動、成果などを知る機会も提供されま

した。

この重要なイベントでの会談を後⽇紹介するた

め、INMPとテヘラン平和博物館は現在、特別

な電⼦出版物を計画しています。

テヘラン平和博物館の詳細については、ウェブ

サイトをご覧ください。Tehran Peace Museum

http://www.tehranpeacemuseum.org/index.p

hp/en/

国際平和ミュージアムネットワーク（INMP）の
30周年を記念して、ミュージアムメンバーである
テヘラン平和博物館（TPM）は、2022年12⽉6⽇
に、このネットワークの設⽴以来の歴史と成果を

独⾃の視点で紹介するハイブリッドウェビナーを

開催しました。過去30年間、INMPは博物館の活
動を通じて平和を促進する唯⼀のネットワークに

成⻑し、多くの博物館が平和のために活動するき

っかけとなりました。

I NMP
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WEB INAR

平和のための博物館にお

ける平和を語る。

(2022年12⽉6⽇)
平和のための博物館国際

ネットワーク

（INMP）30周年記念
 M O N A  B A D A M C H I Z A D E H

http://www.tehranpeacemuseum.org/index.php/en/


 そのような経験をした⼦どもたちは、美や調

和というものがあることを確信することになる

からです。遊びの要素は、私たちを⼦ども時代

に引き戻す、幸福と優しさの原則に基づいて物

事に取り組むことのあらわれなのです。                                    

Jean Claude Cubino は社会的排除や気候変動と
いった現在の問題に対して、⼀般の⼈々の意識

を⾼めることを⽬的としたアーティストであ

る。詳しくは、ウェブサイトをご覧ください。

https://jeanclaudecubino.com/obra-social-lo-
invisible/ 短い動画は、次のサイトでもご覧い
ただけます。

https://www.youtube.com/watch?
v=vkyrHctItyM
https://www.youtube.com/watch?
v=_l7AxHNVm7w
https://www.youtube.com/watch?
v=ZbwXnHsiHGo

Cubinoの「おもちゃ」の画像は、本号の 15、
17、21、26ページで⾒ることができます。

              翻訳：⾚松敦⼦
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戦争の映像は⼦どもの
⼿の届かないところに

  ⼦どもの笑顔に勝るものはありません。  たと
えその出来事を経験していなくてもトラウマに

なる可能性があるのですから、⼦どもたちが戦

争の映像を⽬にすることを防がなければなりま

せん。 
 戦争をしている国があることを⼦どもに説明

することは、多くの⼈にとって、決して直⾯し

たくないことです。 
 しかし、⼦どもたちが戦争を理解できないよ

うにするために、⼦ども時代を守る⽅法として

ただ戦争に関して沈黙を守ることは、最良の答

えではありません。 
 ⼦どもたちは、理解する⼒はそれほど強くな

くても、物事が起きていることはわかるとい

う、素晴らしい観察⼒を持っています。 
 近年、戦争が起こり、更にまたもう⼀つの戦

争が起こり、楽観主義の芽を摘み、進化を打ち

砕いた時、私は戦争の残酷さを表現しながら、

その存在に疑問を投げかけ、⽪⾁を使いながら

内省を促すようなニュースのカタログを作成す

ることにしました。 
 それは、⾊彩を失った⼦どものクリスマスの

おもちゃのカタログに⾒せかけた教育ガイド、

誰のものかわからない壊れたり捨てられたりし

た物のコレクションです。 
 ⼤⼈には理解できない、⼦どもを⽀援するた

めのハンドブックは、不条理を極限まで追求す

ることによってのみ恐怖の世界が表現されうる

という結論に達するのです。この視覚的効果を

持つ詩のリストは、⼦どもと⼀緒に戦争という

テーマに取り組む際に⽣じるかもしれない疑問

を単純化するために、⼦どもらしい誇張された

熱意で、完全な失望を描写しています。 このハ
ンドブックは、⼦どもたちが思いついて、他の

⼈に感情を通して伝え始める間違った、そして

適切とは⾔い難いメッセージやアイデアに対処

するのに役⽴つ、信じがたいおもちゃたちを載

せています。 
 なぜなら、遊ぶことは、開かれた⼼と社会的

認識を持つことを促し、物事に感嘆する能⼒を

象徴化するからです。

J E A N  C L A U D E  C U B I N O

A d a g i o  f o r  S t r i n g s  ( S a m u e l  B a r b e r )  

b y  J e a n  C l a u d e  C u b i n o  

FEATURED  ART I ST

https://jeanclaudecubino.com/obra-social-lo-invisible/
https://www.youtube.com/watch?v=vkyrHctItyM
https://www.youtube.com/watch?v=_l7AxHNVm7w
https://www.youtube.com/watch?v=ZbwXnHsiHGo
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不屈館

瀬⻑亀次郎と⺠衆資料

 仲本和彦
 

沖縄は、東シナ海で⽇本と台湾の間に浮かぶ

島々で、第⼆次世界⼤戦の最終決戦の地とし

て 有 名 で す 。 沖 縄 戦 （ The Battle of
Okinawa）では、島に住む住⺠の実に四分の
⼀が命を落とし、県⺠は「戦争が起きると、

最も被害を受けるのは⼀般住⺠である」とい

うことを⾝をもって体験しました。その結

果、戦後沖縄の⼈々は「どんな理由があろう

とも決して戦争はしてはいけない」という価

値観を共有するようになりました。

 「不屈館〜瀬⻑亀次郎と⺠衆資料」は、2013
年の開館以来、その戦争のない平和な世界の

実現に向けて活動してきました。私たちは、

そのような世界の実現のカギは、いかに⺠主

的な社会を作れるかどうかにかかっていると

考えています。と⾔うのも、去る⼤戦におい

ては、⽇本、ドイツ、イタリアなどの国々で

は軍国主義、ナチズム、ファシズムが⺠主主

義を駆逐し、戦争への道を突き進みました。

現在でもウクライナに侵攻したロシヤや弾道

ミサイルの発射を繰り返す朝鮮⺠主主義⼈⺠

共和国など、「⺠主主義」を標榜していなが

ら専制的な政治を⾏う国があります。

 ⺠主主義とは⼀体何なのでしょうか？
 ⽇本で最も有名な政治学者の⼀⼈である丸⼭
眞男は次のように⾔いました。

世界には歴史、⽂化、制度によってさまざま

な形態の⺠主主義が存在する。よって、本当

の意味での⺠主主義とは、「できる限り⺠主

的であろうとする絶え間ない努⼒の過程」こ

そに⾒出すことができる。

確かに⺠主主義は不完全かもしれませんが、

私たちは社会全体が「⺠主的であろうとする

絶え間ない努⼒」を続けることができれば、

戦争は避けられると考えています。それを実

践したのが、戦後27年に及んだアメリカ統治
下の沖縄の⺠衆と瀬⻑亀次郎でした。

当時の⽶軍当局は沖縄で施政権を⾏使するにあ

たり、共産主義的な思想の持ち主を徹底的に弾

圧しました。⽶国が沖縄で施政権を⾏使した理

由が、アジアにおける共産主義の拡⼤阻⽌だっ

たからです。そして戦前に⽇本共産党の⼀員だ

った瀬⻑は、⽶軍により徹底弾圧を受けます。

ところが⽶国は瀬⻑の⼒を完全に⾒誤りまし

た。彼は共産主義者ではありましたが、その本

質はむしろ⺠族主義者であり、平和主義者だっ

たのです。⺠衆は彼とともに軍事優先的な⽶国

統治からの脱却を求めて闘い、1972年、ついに
⽇本復帰を勝ち取りました。

 私たちは、瀬⻑亀次郎や戦後沖縄の⺠衆運動
から多くのことが学べます。

 不屈館は瀬⻑亀次郎の遺志を受け継ぎ、これ
からも⺠主主義を守るために闘い、より平和な

世界の実現のために邁進していきます。



2022年12⽉5⽇から7⽇まで、永同多⽂化芸術
センター（韓国忠清北道永同郡）で「朝鮮戦争

とノグンリ事件72周年；より良い未来のための
課題と挑戦」をメインテーマとして、2022年
ノグンリ国際平和フォーラムが開催されまし

た。そこでノグンリ事件の被害者と遺族が共

に、過去の悲惨な記憶を思い出し、ノグンリ事

件から学ぶべき教訓と価値を次世代に伝えるた

めの⽅法を模索しました。

（ノグンリ事件とは、今から72年前、国連軍と
して朝鮮戦争に参加した⽶兵たちが、1950年7
⽉25⽇から5⽇間、韓国中央部に位置するノグ
ンリ付近で⾏った⺠間⼈虐殺事件を指す。

その際、アメリカ空軍の⾶⾏機が500〜600⼈
の難⺠の隊列を爆撃し、およそ100⼈が殺され
た。そして、爆撃を免れた残りの難⺠は、アメ

リカ第1師団第7騎兵連隊の兵⼠によって3泊4⽇
の間、ノグンリ双⾨橋の中に強制収容された。

約72時間、彼らはトンネル内に閉じ込められ、
銃殺された。全体で400⼈近くの罪のない⾮武
装の市⺠が犠牲になった。）

 今回のフォーラムは、新型コロナウイルス

の感染爆発状況が続いていることから、ハイ

ブリッド形式で開催され、さまざまな国や分

野のVIPスピーカーやゲストがオンラインで、
または現地でフォーラムに参加することがで

きました。

特に、AP記者としてノグンリ事件を世界に伝
え、その報道でピューリッツァー賞を受賞し

たチャールズ・ハンレーは、フォーラムのオ

ープニングで「朝鮮戦争と歴史の脚本」と題

する基調講演を⾏いました。さらに、世界の

著名な平和学者や専⾨家が4つの様々なセッシ
ョンに参加し、ノグンリ事件のような過去の

悲惨な事件を克服し、より良い未来のために

真の平和と和解を実現する⽅法について、素

晴らしい考えと意⾒を交換しました。

また、フォーラムの主催者であるノグンリ国

際平和財団は、フォーラム期間中に「平和⾳

楽コンサート；⼩さな天使たち」、「平和展
⽰」、「ノグンリ平和賞授賞式」などの様々

な特別なイベントを⽤意しました。

この⽇、基調講演を⾏ったチャールズ・ハン

レー⽒には、初のノグンリ特別賞が授与され

ました。

 ノグンリ国際平和財団の鄭求燾  Koodo
Chung 理事⻑は、フォーラムの⻑い⽇程を振
り返りながら、「ノグンリの国際化」を最も

重要な使命として宣⾔し、「様々な平和・⼈

権団体と同様に、多くの学者、ジャーナリス

ト、平和博物館館⻑、平和活動家がこの世界

的な平和への努⼒に加わり、平和のための貴

重なアイデアと洞察を共有するために共に活

動し続けることを私は望んでおり、そうなる

ことを信じております。ありがとうございま

した。」と述べました。

 翻訳：⾚松敦⼦
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2022年ノグンリでの
国際平和会議

H Y E Y E O N  K I M



当時、この場所で⼈道に対する罪が犯され、

その残虐⾏為は現在も調査され、その犯⼈は

裁判にかけられています。現在、この史跡

は、記憶を⾵化させず、⼈権に関⼼を集める

ことを⽬的とした公共の場となっています。

アルゼンチン、特にブエノスアイレスには、

そのほとんどは若い男⼥だった3万⼈の⼈々が
殺された当時の恐怖を思い起こさせる史跡が

いくつかあります。

主な課題は、これらの場所でいかにして記憶

を⽣かし続けるか、そして何よりも、いかに

して現在を⽣きる世代に意味を与え、現在の

国内および国際的な社会の発展と関連付ける

か、ということです。この問題を解決するた

めの出発点として、ESMAは、希望と闘争の場
へと発展していきたいと考えています。

国際的な環境の中で経験を分かち合い、新しい

協⼒関係を築くことは、刺激的でやりがいのあ

ることです。私は最近、ブエノスアイレスで

「SPEME: ヨーロッパとラテンアメリカでの記
憶の空間 トラウマ的遺産を問う」と題された

国際協⼒プロジェクトに参加し、そのような経

験をすることができました。このプロジェクト

は、イタリア、オランダ、アルゼンチン、コロ

ンビアの間で、戦争の記憶、トラウマ、遺産を

研究する学術研究者と、記憶博物館や記憶の遺

跡の分野で活動する専⾨家が交流する共同プロ

グラムです。

このプロジェクトの基本的な⽬的は、記憶は、

効果を発揮すると、現在と関連を持つようにな

る創造的な⽅法を⽣み出さなければならないと

いう仮定の下に、トラウマの記憶を現在につな

げる新しい伝達の形態を考案することです。そ

のために、さまざまなトラウマ的過去をどのよ

うに保存し、空間を通して伝えていくことがで

きるか、また、どのような⾰新的⾏動が、過去

に関する知識を向上し、現実の問題や社会の新

しい課題への突破⼝となりうるかを調査するた

めに、このプロジェクトでは博物館、旧収容

所、記念施設など、さまざまな記憶の空間を具

体的な調査対象としています。

関係職員の会議、理論に関する研修会、ワーク

ショップ、現地調査、専⾨家による協議会が関

係4カ国で開催されました。2022年11⽉から今
年1⽉までは、アルゼンチンが開催国でした。
主催協⼒団体は、アルゼンチン⼤学とブエノス

アイレスにある記憶の博物館と遺跡 (ESMA)で
した。ESMAは、アルゼンチンの市⺠・軍事独
裁政権の、「汚れた戦争」（ 1976年〜 1983
年）として知られている時代に、最も悪名⾼い

収容・拷問・抹殺センターでした。
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トラウマの遺産を問う

E R I K  S O M E R S  
 （N I O D戦争ホロコースト・⼤量
 虐殺研究所、アムステルダム）

TブエノスアイレスのESMAの建物の前で、

オランダ代表団とESMA代表者



それはつまり、⼈権を求める闘いの象徴、「記

憶 、 真 実 、 正 義 」 （ Memoria, Verdady

Justicia）の場となるということです。計画を

練り上げ、新たな知⾒を得るためには、他の同

様の国際的な取り組みの経験が⾮常に役に⽴ち

ます。その例として、オランダの博物館では、

ヨーロッパと東南アジアにおける第2次世界⼤

戦の記憶が、最新の有意義な⽅法でどのように

⽣かされているかということに関しての経験談

が紹介されました。

ESMAにとって、ユネスコ世界遺産への登録申

請が承認されることが、彼らの賞賛に値する志

が認められるための重要な⼀歩となります。そ

れが実現するかどうかは、近々発表される予定

です。

 

SPEME プ ロ ジ ェ ク ト の ウ ェ ブ サ イ ト ：
http://www.speme.eu/ お よ び

https://h401.org/2018/05/questioning-
traumatic-heritage/ もご覧ください。
             翻訳：⾚松敦⼦
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ESMA、ブエノスアイレスの記憶の博物館と遺跡

Hood Room. Camilo del Cerro / MSME

Hood Room. Camilo del Cerro / MSME

http://www.speme.eu/
https://h401.org/2018/05/questioning-traumatic-heritage/


original

英国ブラッドフォードにある平和博物館から、

西洋における平和思想の発展を物語る貴重な遺

品の数々が貸与されました。このユニークなコ

レクションは、平和思想とその実践の歴史を⽰

すものであり、現在私たちが当たり前のように

利⽤している、国際平和機関に関する初期の提

案も含まれています。

このコレクションの中には、ヒューゴ・グロテ

ィウスの『戦争と平和の法』の最初の英訳版

（ 1654年）が含まれています。この論⽂は、

ヨーロッパの30年戦争中にラテン語で出版さ

れ（ 1625年）、国際法の基礎となる著作とさ

れています。その他、 1713年に出版されたサ

ン・ピエール修道院⻑の『ヨーロッパに永遠の

平和を確⽴するための計画』や、イマヌエル・

カントの『永久の平和』の初版（1795年）など

があります。19世紀初頭のものでは、約300年

前（1517年）に出版されたエラスムスの平和へ

の嘆願書『The Complaint of Peace』の1802

年の再版や、（ロンドン）平和協会として知ら

れる恒久普遍平和促進協会の最初の年次報告書

（1817年）などがあります。また、1849年にパ

リで開催された国際平和会議に出席した代表者

たちの署名簿があり、議⻑であるヴィクトル・

ユーゴーの署名が冒頭にあります。
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ブラッドフォードにおける

平和の歴史

C L I V E  B A R R E T T :
クライヴ・バレット

グロティウス「戦争と平和の法について」1654年
[Photo: Clive Barrett]

サンピエールの「ヨーロッパに永遠の平和を確⽴するための

計画」、1713年  [Photo: Clive Barrett]
 



また、世界初の平和博物館とされるスイスの

ル ツ ェ ル ン （ Lucerne/Luzern ） に あ る

「 Internationale Kriegs- &

Friedensmuseum」のオリジナルガイドブッ

ク（ 1902/3）など、平和博物館の歴史を物語

るアイテムもあります。

残念ながら、ブラッドフォードにある平和博

物館は、来年に予定されている素晴らしい新

施設への移転準備のため、現在閉鎖中です。

移転時には、これらのアイテムの⼀部または

全部が展⽰されることを期待しています。

 ギャラリーは開いていませんが、私たちの最

⾼のバナーのいくつかは、Mid Pennine Arts

(https://midpenninearts.org.uk/projects/b

anner-culture/ )から⼊⼿できる新しい本

「Banner Culture」で⾒ることができます。

また、当館は学校での平和教育にも積極的に

取り組んでおり、昨年は数千⼈の⽣徒が参加

し ま し た 。 定 期 的 な 最 新 情 報 は 、

https://www.facebook.com/peacemuseum

bradford/ をご覧ください。

                                              翻訳：寺沢京⼦
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世界初の平和博物館（ルツェルン）のガイドブック

「Fűhrer」（1902年）[Photo: Clive Barrett]
 

冬  I  （四季∕ヴィヴァルディ）   

b y  J e a n  C l a u d e  C u b i n o  ( s e e  a r t i c l e  o n  p . 9 )



発表要旨は、ミューズ通信48号に掲載されてい
ます。また、オンラインミーティングに館⻑・

学芸員が参加できなかったものの、ニュースレ

ターには「草の家」「岡正治記念平和館」の記

事も掲載されています。

INMPニュースレター38号では、短くなります
が、いくつかの記事が紹介される予定です。⼀

つは、すみだ郷⼟資料館学芸員の⽯橋星志⽒に

よる「⽇本各地の戦争体験継承活動の現状」で

す。沖縄のひめゆり平和祈念資料館の普天間朝

佳館⻑の「ひめゆり平和祈念資料館の近況と主

体的な学びの開発と近況 "ひめゆり平和祈念資
料館の現状と⾃主学習の展開」も紹介されま

す。またコロナ禍における平和博物館の展⽰や

活動についてもされます。東京のホロコースト

教育資料センター代表の⽯岡史⼦さんが、ドイ

ツ国際歴史フェスティバル参加報告を執筆され

ました。

発表要旨は、ミューズ通信48号に掲載されてい
ます。また、オンラインミーティングに館⻑・

学芸員が参加できなかったものの、ニュースレ

ターには「草の家」「岡正治記念平和館」の記

事も掲載されています。

INMPニュースレター38号では、短くなります
が、いくつかの記事が紹介される予定です。⼀

つは、すみだ郷⼟資料館学芸員の⽯橋星志⽒に

よる「⽇本各地の戦争体験継承活動の現状」で

す。沖縄のひめゆり平和祈念資料館の普天間朝

佳館⻑の「ひめゆり平和祈念資料館の近況と主

体的な学びの開発と近況 "ひめゆり平和祈念資
料館の現状と⾃主学習の展開」も紹介されま

す。またコロナ禍における平和博物館の展⽰や

活動についてもされます。東京のホロコースト

教育資料センター代表の⽯岡史⼦さんが、ドイ

ツ国際歴史フェスティバル参加報告を執筆され

ました。

詳 細 は ミ ュ ー ズ ニ ュ ー ス レ タ ー 48 号
（https://aki.teracloud.jp/share/11b2b6688e
591826）に掲載されています。平和のための博
物館市⺠ネットワークの活動を知る良い機会に

なるのではないでしょうか。

コロナ禍で2022年も市⺠ネットワーク全国交

流会がオンラインで開催されました。また、総

会を開催し、会則の決定と新役員の選出を⾏い

ました。市⺠ネットワーク代表の安斎育郎教授

が退任し、2023年から顧問になられました。

シルバコンパス代表取締役の安⽥晴彦⽒による

「AIによる戦争体験の継承の可能性──最新

の「Talk With」制作状況など」の講演が⾏わ

れました。平和資料館で活⽤されているAIに

ついて知る良い機会となりました。以下、全国

交流会での報告内容と、館⻑・学芸員が報告で

きなかった平和資料館からのお知らせを紹介し

ます。

 様々な平和博物館からの発表がありました。

中帰連平和記念館、第五福⻯丸展⽰館、東京⼤

空襲・戦災資料センター、すみだ郷⼟⽂化資料

館、⼥たちの戦争と平和資料館（wam）、東

京ホロコースト教育資料館、満州農業移⺠記念

館、ひめゆり平和記念館です。学術的報告は、

すみだ郷⼟⽂化資料館学芸員の⽯橋星志⽒によ

る「⽇本各地における戦争体験の継承活動の現

状」、早稲⽥⼤学⾮常勤講師の栗⼭究⽒による

「2022年博物館法改正内容の概要と現状と課

題」の3件でした。また平和博物館の研究者で

あり、平和のための博物館市⺠ネットワーク共

同代表の福島有⾏⽒が、「2020-2022年の平和

博物館・戦争関連展⽰施設に関する研究動向に

ついて」について、また「資料 平和博物館研

究関連⽂献の分類」、「2020-2022年発表の平

和博物館・戦争関連展⽰施設に関する研究⽂献

⼀覧」を報告しました。らせを紹介します。

niversity
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⽇本における「平和の

ための博物館市⺠ネッ

トワーク」全国交流会

⼭根和代: 平和のための
博物館市⺠ネットワー

ク顧問

K A



I NMP

I S S U E  # 3 8

1 7

砂糖の梅の妖精の踊り（チャイコフスキー） 

ジャン・クロード・キュビノ（P.9の記事参照）

Dance of the Sugar Plum Fairy (Tchaikovsky) 

by Jean Claude Cubino (see article on p.9)

 



課題としては、伝承者などが修了後、特に体験

者本⼈の没後、⾃⼰研修をどうするかも⼤きな

課題だろう。それを⾃治体が担うか、専⾨家が

どう関与するかなども難しい問題である。

 ⼈から⼈に継承する意義としては、証⾔映像や
AI証⾔、カラー化写真・映像などは受け⼿を想
定して作られるのに対し、伝承者などは、受け

⼿とのリアルタイムの双⽅向的なコミュニケー

ションの可能性が開かれている。これまでの体

験者の話も、このようなやり取りで疑問などが

解消され、理解が深まることで「伝わって」い

たと考えられる。

また、発信者と受け⼿には常に情報の差がある

が、受け⼿に合わせた臨機応変な対応も⼈であ

れば可能である。また、⾮体験者は体験者では

ないものとして、体験内容に適切にコメントす

れば、受け⼿がどう受け⽌めるべきかの参考に

もなると思われる。

戦争体験や講話を⾮体験者が継承する取り組み

が各地で試みられている。本報告は、2018年調
査（⽯橋、早川則男「⽇本における戦争体験継

承活動に関する予備的考察」『アジア太平洋研

究センター年報』2018-2019所収）の内容をベー
スに、⼀部に新たな情報を追加した。

 伝承者・継承者等、体験者の話を受け継ぐ⾮

体験者の養成は様々な試みがある。広島県広島

市の被爆体験伝承者と、それに倣った東京都国

⽴市のくにたち原爆・戦争体験伝承者育成プロ

ジェクト。また、⻑崎県⻑崎市は、語り継ぐ被

爆体験（家族・交流証⾔）推進事業として、家

族または交流証⾔者と呼んでいる。ひめゆり平

和祈念資料館は、次世代プロジェクトの⼀環

で、説明員の採⽤など段階的に実⾏し、2015年3
⽉に体験者講話を終了し、⾮体験者に引き継い

だ。愛知県名古屋市のピースあいちでは、戦争

体験の語り・語り継ぎ事業が進んでいる。昨年

と今年の講話では、およそ体験者6割：語り継ぎ
⼿4割になったという。
 私の関与したものでは、東京都墨⽥区のすみだ
郷⼟⽂化資料館で、体験者の紹介に代え、2020
年から、学校の歴史と空襲体験者の証⾔と学区

の空襲被害を学ぶ講演を実施している。多くは

予め収録し、DVDで配布した。東京都江東区の
東京⼤空襲・戦災資料センターでは、継承者養

成プログラムの検討が続いている。昨年は国⽴

市の⾒学や、広島⻑崎の伝承者からの聞き取り

などを実施し、今年度はプログラムの検討と試

⾏を開始。体験者2名の継承者講話を8⽉に公開
実施した。2023年度はガイドボランティアを対
象に継承希望者を募り、養成講座を実施予定、

その後、⼀般向けの募集・研修を計画してい

る。最後に⾮体験者継承の課題と可能性につい

ても⾔及し⼩括とした。
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⽇本各地の戦争体験継承活

動の現状 

すみだ郷⼟⽂化資料館

学芸員 ⽯橋星志



③オンラインガイドツアー。全て有料で、今年

度上半期は27件実施しています。同時期の対⾯
での講話・トーク等は70件でした。
主体的な学びの開発

 現在、平和学習では戦争と平和の問題を「⾃

分ごと」として受け⽌めてもらうために、主体

的・能動的な学びの開発・実施が課題となって

います。当館では、ワークショップ、ディスカ

ッション、フィールドワークなどの⼿法を取り

⼊れたプログラムを開発し、活⽤を始めていま

す。 その中でも今回はワークシート開発と映像
制作を通した学びの開発について報告します。 

 コロナ感染が少し落ち着き、当館では今、修

学旅⾏シーズンを迎えています。来館校はコロ

ナ禍前のまだ60％しかありませんが、旅程の都
合上、来館の時間帯がどうしても集中する場合

があります。⼤きな団体が重なった場合、⼊館

をお断りするケースも出ています。検温、⼊館

時間調整、⼊場案内など、これまで以上に⼈⼿

がかかり、職員は連⽇その対応に追われていま

す.
 今年、当館は「第11回  沖縄平和賞」を受賞し
ました。この賞はアジア太平洋地域の平和構築

へ貢献した団体に贈られるもので、「沖縄にお

ける普遍的な平和思想の象徴的な存在として、

戦争の悲惨さや命の尊さを伝えてきたこと」や

「平和への想いを未来につないでいく活動を通

して、アジア・太平洋地域ひいては全世界へ沖

縄を平和の発信拠点として浸透させてきた地道

な取り組みを⾏ってきたこと」が評価されまし

た。

 今年度、初の県内移動展を沖縄本島北部の今

帰仁村、中部の読⾕村で開催しています。同展

は2021年にハワイでの開催が予定され、コロナ
禍で中⽌となった「ひめゆりとハワイ」展が基

になっています。開催地出⾝のひめゆり学徒を

取り上げた展⽰もあり、沖縄戦やひめゆり学徒

の体験をより⾝近に感じることができるなど、

好評です。今後、機会を⾒つけ、ぜひハワイで

も開催することを希望しています。

 3年にわたるコロナ禍で、当館の⼊館者数はコ
ロナ禍前（2019年度491,345⼈ ）と⽐べ、2020年
度が14％（66,532⼈）、2021年度が19％（93,936
⼈）にまで激減しました。今年度に⼊ってから

は52％まで回復しています（ 11⽉は60％に上
昇）。寄せられた寄付⾦は現在までに1億円余に
なっています。

 コロナ禍で対⾯での平和学習が出来なくなる

中で、当館ではオンラインによる下記の3つのプ
ログラムを開発し、活⽤してもらっています。

①平和講話「ひめゆりの沖縄戦」、②「絵で⾒

るひめゆりの証⾔」、
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ひめゆり平和祈念資料館の

近況と主体的な学びの開発

と近況
 館⻑：普天間朝佳

平和の礎

ひめゆり平和祈念資料館でのワークショップ

開発したワークシートは、「展⽰⾒学⽤ワークシ

ート」と、「ひめゆり資料館×平和の礎ワークシ

ート」の2種類です。⾒学⽤ワークシートは、気

になった展⽰を選んで○をつけ、選んだ理由をメ

モさせたり、沖縄戦で亡くなった学徒の写真の説

明⽂を読んで問いに答えさせるというものです。

平和の礎と関連付けたワークシートは、亡くなっ

た⼀⼈のひめゆり学徒について調べ、その⽣徒の

写真や名前を資料館や平和の礎で探すというもの

です（それ以外にも関連のワークあり）。



この秋9⽉に、ベルリンで国際歴史フェスティバ
ルhistoCON(ヒストコン)が開催され、72カ国か
ら250名の若者たちが集いました。⽇本からも15
名の10〜20代と共に参加してきました。主催は
ドイツの連邦政治教育センター (内務省管轄 )で
す。1952年に設⽴されたこの機関は、ナチ時代
と東ドイツの歴史を省みつつ、⺠主主義を確固

たるものにするため、市⺠の政治参加を促すた

め、様々な教育事業に取り組んでいます。

 

 「歴史は、⽇々の政治の舞台に登場する。つ
まり私たちの暮らしと切り離せないもの。歴史

を知ることは今を理解し、未来を形づくるため

に⽋かせない。過去をふりかえり、未来を展望

しよう」というスローガンのもと、4⽇間にわ
たって開かれました。第⼆次世界⼤戦とホロコ

ーストの悲劇を経て、1945年を境に世界は何が
変わったのか、何が変わっていないのかを「独

⽴と依存」、「変化と継続性」、「紛争と平

和」という三つの切り⼝から探求します。ウク

ライナとロシア、アフリカ諸国や中東、アジア

の様々な視点から学び考えるための40のワー
クショップが⽤意されました。ゲームや料理、

写真、絵画、コラージュ作成、街歩きなど、ど

れも⾝体を動かしたり、交流しながら異なる視

点に出会えるような⼯夫がされていて、若者た

ちの弾ける笑顔が印象的でした。

 当NPOでも「問いづくり」ワークショップ
を主催しました。アメリカの市⺠運動から⽣ま

れた「問いづくり」は、「問いの焦点」と呼ば

れる問いを引き出すもの  – 遺品や写真、引⽤
⽂など  – を観察しながら、問いをつくる、分
類する、変換する、選ぶという四つのアクティ

ビティで構成されるシンプルなワークです。今

回は、BC級戦犯として裁かれた李鶴来 (イ・ハ
ンネ )さんの証⾔を「問いの焦点」として取り
あげてみました。李さんの名前と出⾝国は隠し

て、A国 (⽇本 )の植⺠地であったB国 (朝鮮半島 )
のルーツを持つ李さんが、A国の戦犯として裁
かれたことをめぐり、参加者に思いつくままに

問いをつくってもらいました。そして、その中

から⼀つだけ「わたしにとって最も重要な問

い」を選び、その理由を共有します。

  さらに李さんの証⾔を読み進めて、ふたた
び「決して忘れてはいけないと思うこと」を⼀

⼈ひとつだけ選び、理由を話し合いました。チ

リ、ドイツ、ブルガリア、エジプト、アルジェ

リア、ウクライナなど多様なルーツの若者たち

は、李さんのアイデンティティをめぐる苦しみ

や、戦後に⺟と再会できなかった悲しみ、補償

と名誉回復を求める運動など、それぞれに共感

したこととその理由を分かち合いました。⼆時

間という限られた時間ではありましたが、若者

たちはそれぞれに背負っている歴史や現在の社

会課題、平和への思いに⽿を傾け合いました。
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ドイツ国際歴史フェスティ

バル参加報告 

NPO法⼈ホロコースト教育
資料センター

        代表 ⽯岡史⼦
F

histoCON 2022, Berlin

いずれも、⾃分で動いて感じ、考える学びがで

きるのではないかと考えています。

  また、映像・動画制作を通した学びの開発は、

今、若い世代が映像や動画にとても興味や関⼼

を持っているという状況を踏まえ企画したもの

です。その⼀つが “ひめゆり ”を伝える映像コン

テストで、今年度で5回⽬になります。昨年は

1 0作品の応募がありました。これまでの受賞作

品は当館のY O U T U B Eチャンネルでご覧になれま

す。関連して、プロの映像プロデューサーを講

師に映像ワークショップも開催しています。い

ずれの企画も、映像制作を通して、「ひめゆ

り」や戦争と平和の問題に関⼼を寄せるきっか

けになるのではないかと考えています。



 他にも、興味深い取り組みとして、エジプト

⼈夫妻による演劇ワークショップがありまし

た。ブラジルのアウグスト・ボアールの「被抑

圧者の演劇」という⼿法を⽤いたワークです。

「抑圧者」と「被抑圧者」が登場する芝居をグ

ループ毎に考えて即興で披露します。「観客」

である他の参加者は好きなところで「ストッ

プ！」と声をかけて劇を⽌めて「介⼊」し、⾃

分が役者になって芝居の流れを⾃由に変えるこ

とができます。他の役者たちはそれにあわせて

アドリブで進んでいきます。どこで、何を、ど

のように変えたら、抑圧構造を変⾰することが

できるか、皆で考えます。「介⼊」しないと、

ふと「傍観者」でいる⾃分に気づかされます。

今回のフェスティバルで出会った博物館やNGO
などの様々な取り組みから学び、歴史実践の試

みを今後も重ねていきたいと思っています。 
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 histoCON 2022での東京からの参加者
Image courtesy of The Mainichi

histoCON 2022でのワークショップ
Image courtesy of Instytut Pileckiego

ワルキューレの騎⾏（リヒャルト・ワーグナー）  

ジャン・クロード・キュビノ（P . 9の記事参照） )



【NPO中帰連平和記念館】）
TEL&FAX：049-236-4711（⽔・⼟・⽇)
E-mail：npo-kinenkan@nifty.com
ＨＰ：http://npo-chuukiren.jimdo.com/
（臨時休館あり「事前連絡」お願いします）

 

  ⽇本の平和運動は殆ど戦争被害を訴えていま

すが、私たちは⽇本が始めた侵略戦争の

「加害」に焦点を当てて運動をしています。

 中国で戦犯として6年間収容されながら、⼈道

的に扱われ⼀⼈の死刑も無期もなく赦されて帰国

した元戦犯約1000⼈の体験を知ってもらう努⼒

をしています。それは、つまり「信頼関係を築い

て平和を維持する」ということです。

 ⽇本⼈犠牲者310万⼈の⼀⽅で、中国の⼀般市

⺠1000万⼈もが犠牲になっていることも殆ど知

られておらず、⽇本政府は負の歴史を隠し「教

訓」として⽣かすことをしません。

 彼らは帰国後「中国帰還者連絡会」（中帰連）

を組織し、⾃らの加害体験を証⾔し続けました。

記念館はその皆さんのカンパで買ってくれた⼩さ

な中古のプレハブですが、内外のジャーナリスト

や研究者も来館し、ドイツ語や英語、ハングルな

どで中帰連の本も書いて下さっています。

芹沢昇雄
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ＮＰＯ中帰連平和記念館

閲覧室

mailto:npo-kinenkan@nifty.com
http://npo-chuukiren.jimdo.com/
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デイトン国際平和ミュー

ジアムでの研修

私の名前はダニエル・ハーゲンホーファーで

す。ドミニカ共和国のサンティアゴで⽣まれ

ました。ドミニカ共和国の⺟親とオーストリ

ア⼈の⽗親のもとで育ちました。2011年にオ
ーストリアのウィーンに引っ越すまで、ドミ

ニカ共和国に住んでいました。それ以来、家

族と私はオーストリアに住んでいますが、ど

ういうわけかオハイオ州デイトンに 10カ⽉間
滞在することになったのです。なぜデイトン

でしょうか？

 

 オーストリアの男性市⺠は18歳になると、国
家奉仕活動をする義務があります。兵役、救

急⾞、ホスピスなど、さまざまな選択肢の中

から選ぶことができます。通常、 10代は⾼校
卒業後すぐにサービスを開始しますが、厳密

には27歳まで時間があります。もし、何らか
の理由で期限内に兵役に就けなかった場合、

オーストリア国⺠としての権利を失うことに

なります。

   16歳の時、オーストリア・サービス・アブ

ロードという団体に出会いました。この団体

は、異なる⽅法で国家奉仕を⾏う機会を与え

てくれます。 3つの道が⽤意されています。

「記念奉仕」「社会奉仕」「平和奉仕」で

す。  私は即座に平和奉仕プログラムに参加す

ることにしました。平和研究所や研究会の会

議に何度か出席した後、世界に100以上ある施

設の中で、デイトン平和博物館が最も興味深

いと感じました。

D A N I E L  H A G E N H O F E R ダニエ
ル・ハゲンホッファー

 この9⽉、私はついにデイトンの国際平和博
物館でオーストリア国家奉仕を開始する機会を

得ました。初⽇から、私は博物館のネットワー

クの⼀員として、あらゆるイベントに参加し、

博物館の職員やボランティアの⼈たちと友好関

係を築きました。毎⽇新しいことを学び、今ま

で知らなかった⾃分の才能を発⾒することがで

きました。ビデオ編集やスピーチを楽しむよう

になりました。

 

 



  12⽉には、ドミニカの伝統と経験を⽣かし
て、ドミニカ共和国とハイチについての講演

をする機会を得ました。主なテーマは、この2
つの国の間の歴史的な対⽴を説明することで

した。50分にわたる講演は、読者にドミニカ
共和国の歴史に関する新しい知識を与えるも

のでした。

 現在、私たちは「ディスインフォメーショ
ン・エイジ」と呼ばれるプロパガンダの展⽰

の開発に取り組んでいます。この展⽰では、

プロパガンダ、ヘイト、誤報などのトピック

に焦点を当てています。この展⽰の準備中

に、私は、展⽰にどれほどの努⼒が払われて

いるかに気付づきました。資料の整理、各セ

クションの計画、スペースの測定、印刷物の

リスト作成など、何度もミーティングを重ね

ました。

 国際平和ミュージアムでの仕事を通じて、私
は多くの経験を積んだと⾔わざるを得ません

が、オハイオでの私⽣活についても知ってお

くべきことがたくさんあります。デイトンに

来る前に、 IFIという留学⽣のためのキリスト
教の団体と接触しました。彼らは週単位で多

くの活動やイベントを提供しています。その

おかげで、世界中の学⽣と知り合うことがで

きました。⾃宅から何千キロも離れているに

もかかわらず、 IFIと博物館のおかげで、アメ
リカでの帰属意識を持つことができました。
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ミュージアムの中の⼥性

たち。語られない物語

 
 

私の最も印象深い美術館訪問のひとつは、

2022年 1⽉、⼤切な友⼈とロンドンのV&A美
術館に⾏ったことです。彼⼥は私に「ファッ

ション・コレクション」を⾒せてくれること

を⾮常に楽しみにしていました。1600年から
現在までの約14000点のアイテムを取り揃えた
このコレクションは、⾐服を通して、そして

より広く芸術を通して、性別の役割がどのよ

うに再現され、再強化されるかを驚くほど⽰

しています。美術における⼥性、あるいは⼥

性と美術について⾔及されるたびに、私はす

ぐに、ロンドンで過ごしたあのさわやかな冬

の午後に誘われるのです。あの旅とファッシ

ョン・コレクションは、私にとって⾮常に重

要なものです。なぜなら、⼥性だけに焦点を

当てたアートを⾒た初めての経験だったから

です。そして、何世紀にもわたって⼥性がい

かに客観視されてきたか、また、美術館の中

で⼥性がいかに限定され、閉ざされた空間を

持っているかを⾒事に表現してくれました。

 考古学博物館を例にとってみましょう。原始
時代に⼥性が狩猟に積極的に参加していた可

能性が⾼いにもかかわらず、⼥性はほとんど

すべての展⽰形態から排除されています。⼀

般的な博物館、特に考古学博物館には、多様

性を反映し、コミュニティの歴史と集合的記

憶を保存する責任があります。しかし、博物

館で⾒られるのは、ジェンダーロールの単な

る再強化であり、ジェンダーロールは歴史を

通じて停滞し、不変であるという問題のある

物語です。

 この問題は、展⽰に限ったことではなく、⽤
語や社会階層の問題でもあります。「⼥性」

という⾔葉は「もう⼀つの性」を意味し、こ

のアイデンティティーの集まりは⾮常に問題

です。「⼥性」というカテゴリーでは、有⾊

⼈種や⾮異性愛の⼥性が業界に占める割合が

驚くほど低いのです。MoMAのような有名な
美術館がフェミニズムアートに⼒を⼊れるよ

うになりましたが、フェミニズムのための闘

いは、何層にも重なった⽟ねぎのようなもの

です。  

S Y E D A  R U M A N A  M E H D I

それでも、⼥性やその芸術を認め、評価する

取り組みが世界中で⾏われていることは、⼼

強いことです。2020年11⽉、カラチの有名な
博物館であるモハッタ・パレスは、2020年3⽉
の封鎖以来初めて、「 Gaj: Colors of the
Rainbow」と題したオープニング展を開催し
ました。この展覧会では、パキスタン全⼟の

⼥性が⾏う刺繍に焦点を当て、年齢、社会的

地位、結婚の儀式などに関するその意義が紹

介されました。また、ベッドカバーや花嫁⾐

装の⼀部である伝統的なアイテムも展⽰され

ました。このような展覧会は、農村部や恵ま

れない地域の⼥性アーティストを前⾯に押し

出すとともに、フェミニズムのための創造的

な⼿段を提供することを⽬的としています。

博物館は、歴史を保存する場所であると同時

に、未来の発展のための触媒として機能する

空間でもあります。したがって、「もうひと

つの性」の歴史、発展、未来についても説明

されることを望むばかりです。

Syeda Rumana Mehdi ：カラチのジアウディ
ーン⼤学リベラルアーツ・⼈間科学部上級講

師。詩や物語を媒介として、ジェンダーと結

婚の⼈類学、政治的イスラーム、詩、南アジ

ア⽂学などに関⼼を持つ。

                                               翻訳：寺沢京⼦
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ラデツキー・ハート（ヨハン・シュトラウス）

ジャン・クロード・キュビノ（P.9の記事参照）

 



・国際法の強化と効果的な多国間主義を発展

   させること。

 ・持続可能な開発の推進と、国際環境交渉に

    おける政治的調整と代表参加。

 これらの軸は、平和主義社会としてのコスタリ

カの世界における⽴ち位置を定義しています。し

たがって、平和博物館は、平和と⼈権に関する教

育を通じて、国内および世界の平和⽂化を促進

し、貢献することになるでしょう。私は、平和博

物館を建設するための条件が整っていると結論づ

けるしかありません。

 このプロセスを通じて建設的な助⾔をくださ

る、英国ブラッドフォード⼤学平和学部の元講

師、ピーター・ヴァン・デン・ドゥンゲン博⼠に

感謝しています。また、この取り組みを⽀援して

くれる平和教育・⼈権講座の同僚の皆さんにも感

謝しています。

 このプロジェクトが終了した後は、INMPの協

⼒、⽀援を求め、団体会員資格の取得を⽬指す予

定です。

                                                                           翻訳：⾚松敦⼦

Dr. Bernie Arauz Cantón, FHEA

jacanton11@gmail.com 

学習とは、知識が私たちに提⽰され、理解し、議

論し、内省することで形作られるプロセスであ

る。(パウロ・フレイレ)

私の名前はバーニー・アラウズ・カントンBernie

Arauz Cantonです。私はブラッドフォード⼤学

の教員であり、最近設⽴されたコスタリカ⼤学の

平和教育・⼈権講座の創⽴者でもあります。コス

タリカ⼤学は私が設⽴しました。講座の活動の⼀

環として、私はコスタリカ⼤学に平和博物館を建

設する計画を⽴てています。コスタリカでの平和

博物館の建設については、これまでにもいろいろ

な意⾒が出されてきました。しかし、今のとこ

ろ、その構想は具体化されていません。

 コスタリカには戦争の歴史はなく、軍隊もあり

ません。コスタリカ⼈には、⼈権に基づく平和、

⺠主主義、⼈間の安全保障、そして持続可能な開

発の歴史があります。

 憲法裁判所によると、平和は私たちの国⺠的ア

イデンティティの⼀部であるとのことです。ま

た、憲法裁判所は、平和が憲法上の⾄⾼の価値で

あることを明らかにしています。また、国家にお

ける平和の追求は、すべての国家によって平和が

尊重されるように、内的領域にとどまらず、外的

領域にも拡⼤されることを確認しました。したが

って、私たちは皆、平和の構築と達成に責任を負

っているのです。

さらに、コスタリカの外交政策における5つの恒

久的な戦略軸は、国家間の協調の中で、私たちの

市⺠社会、平和主義社会、環境主義社会を構築す

るための政治的、法的基盤を形成しています。

 ・⺠主主義の擁護

 ・⼈権と基本的⾃由の促進、保護、尊重。

 ・平和、軍縮および国家、地域および世界の安

全保障の推進。

D R .  B E R N I E  A R A U Z  C A N T Ó N
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THE コスタリカ⼤学平和博
物館:  平和と⼈権に関する
教育を通じて、国内および

世界の平和⽂化を促進す

る。 

mailto:jacanton11@gmail.com


カンボジアピースギャラリーの基本的な責任

は、若い学⽣たちがわかりやすく学べるオープ

ンスペースである平和教育プログラムをデザイ

ンすることです。現在、私たちは「ピースカフ

ェプログラム」という平和プログラムを作って

います。

ピースカフェ・プログラムは、カンボジアの若

者たちがカンボジアの歴史を学び、考える機会

を増やすこと、特にネガティブな思考に対する

意識を⾼めることに役⽴つと思います。このプ

ログラムは、宗教の探求、宗教間対話、ジェン

ダー、その他の平和分野など、国内外を問わ

ず、さまざまな平和構築の分野でポジティブな

平和構築の歴史を共有することに焦点を当てて

います。このプログラムは、カンボジアの若者

たちが、平和構築の顕著で⾰新的なアプローチ

について学び、積極的な国家的誇りに貢献する

ことを⽬的としています。平和構築の様々な分

野で活躍する有能なゲストスピーカーを招き、

その経験や平和の教訓を、主に若い学⽣たちに

伝えています。⽉に1〜2回、半⽇のプログラム
を開催しています。また、若者の参加という課

題を解決するために、カンボジアの若者が平和

構築の経験豊かな平和活動家から直接学び、好

きなだけ質問できる、素晴らしいピースカフェ

のプログラムを作っています。

カンボジアは、戦争から⽴ち直りつつある多くの

国のひとつです。私たちは、何百万⼈もの⼈々を

死に⾄らしめた約30年にわたる戦争を経験してき
ました。重要な社会システム、政治システムは破

壊されました。戦争は、パリ和平協定を経て、

1991年に終結しました。政府、⺠間⼈、宗教団
体、⾮政府組織は、カンボジアを再建するために

懸命に働いてきました。その中には、国⺠的和解

を達成し、対⽴する派閥を再統合して平和的に共

存させることも含まれています。それ以来、カン

ボジアに持続可能な平和を取り戻すために、さま

ざまな平和活動が開始されました。なぜなら、若

い学⽣たちは、将来、平和な社会を維持するため

の偉⼤なリーダーや平和実践者となりうる、平和

のための重要な資源だからです。そのため、持続

可能な平和の維持に参加するためには、平和構築

や紛争解決に関連する知識を深める必要がありま

す。

しかし、平和構築や紛争解決、そして持続可能な

平和の授業について学ぶ若い学⽣の数は、地域社

会の若い学⽣の総数に⽐べるとまだ少ないのが現

状です。私たちの調査によると、平和について学

ぶ若い学⽣の数が限られているのは、若い学⽣を

対象とした平和プログラムが⾮常に少ないためで

あることが判明しました。uほとんどの組織や機
関は、⻘少年よりもむしろ⾼齢者のために平和教

育を準備しています。さらに、それらの平和教育

プログラムは、⾮常に深いレッスンを提供し、理

解するのは困難です。その結果、平和について学

びたいと思う若い学⽣はあまりいません。th

R A T A N A K  N A ,  カンボジア・ピー
ス・ギャラリー・ディレクター・
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カンボジア・ピースギャラ

リー 平和教育プログラム
"ピースカフェ・プログラム"
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レリクエリウム

(RELLIQUARIUM)

都会の真ん中にある遊具のブランコの上に戦

闘機がホバリングしています。そんな不可解

な光景を⽬の当たりにした時のことをよく覚

えています。その不気味な瞬間をきっかけ

に、私は2018年から2021年にかけて、イスラ
エル全⼟を巡る旅に出ました。そうして私

は、街や都市に航空機や戦⾞が設置されてい

るのを発⾒しましたが、明らかに、この⼆世

紀の間に増えた現象です。

 これらの設置物を記録する写真の旅では、多
くの疑問が浮かび上がりました。このような

設置が⾏われた背景には、何か意図があるの

だろうか？  この現象は、社会政治的に、ある
いは世間⼀般の認識として、何を意味するの

か？  イスラエルとアラブ勢⼒との間の主要な
軍事作戦が終わってから数⼗年経った今⽇、

なぜこれらの設置物が増えているのか？  ⼀般
市⺠はこれらの設置に賛成なのか反対なの

か、それとも単に公共空間に置かれたこれら

の兵器に無関⼼なのか。

 本書では、平凡なものを鈍く映し出すような
トポグラフィ写真にこだわりながら、この現

象に対するレポートを提供することを⽬指し

ました。撮影対象は、原⼨⼤で展⽰されてい

る⼤型の⽣兵器インスタレーションや、住宅

街で存在感のあるものだけとしました。⾃治

体の記念館や軍事博物館のインスタレーショ

ンは撮影を控えました。この写真集に収録さ

れた51枚の写真に添えられたテキストは、こ
のトレンドの起源と成⻑を記述し、研究する

ことを⽬的としています。

D A V I D  L E S H E M

上の3枚の画像は、2021年のイスラエルのアイン
ハロッドにある戦闘機のインスタレーションの

年代記です。このインスタレーションは、3年以
上にわたるReliquariumプロジェクトの集⼤成
です。

 私はあるとき、戦闘機を設置するために何が必
要なのかを、理解することに興味を持ったわけ

です。

 アインハロードの戦闘機設置プロジェクトは、
開始から終了まで約2年かかりました。そのため
の機体の公開には、イスラエル軍参謀総⻑の

直々の承認が必要でした。

 請求書は以下の通りです（2021年の数字）。
 航空機の費⽤：無償
 設置台座・ベース〜20,000ドル
 航空機の清掃費⽤（イスラエル空軍の要求）〜
25,000ドル
 航空機の運搬（特⼤トレーラー＋警察の護衛、
6時間の夜間移動）〜80,000ドル
 国家交通局シミュレーション費⽤（運搬交通障
害分析）〜15,000ドル
 料⾦総額〜140,000ドル

 設置の⽇、私は、戦闘機の設置を待っている⾃
治体が、さらに3つあることを知りました。この
情報は、この現象が継続的なプロセスであるこ

とをさらに証明するものだと思いました。どう

やら、毎年少なくとも1機、多い年では3機の設
置が完了しているようです。

 詳細とDavid Leshemの本の注⽂へのリンクは
本号のP38をご覧ください。
              翻訳：寺沢京⼦
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ワールド・ハウス・プロジ

ェクト

ワールド・ハウス・プロジェクトは、スタン

フォード⼤学のフリーマン・スポグリ研究所

（FSI）が、⺠主主義・開発・法の⽀配センタ
ー（CDDRL）の⼀部として⽴ち上げた新しい
取り組みです。このプロジェクトは、キング

牧師が「ワールドハウス」と呼んだビジョン

にちなんで名づけられました。

 数年前、ある有名な⼩説家が亡くなりまし
た。彼の遺品の中に、未来の物語のプロット

案がリストアップされていたのですが、その

中で最も強調されていたのが、「かけ離れた

家族が、⼀緒に暮らさなければならない家を

相続する」というものでした。これは⼈類の

偉⼤な新しい問題です。黒⼈と⽩⼈、東洋⼈

と西洋⼈、異邦⼈とユダヤ⼈、カトリックと

プロテスタント、イスラム教徒とヒンドゥー

教徒など、思想も⽂化も利害も過度に分離し

た家族が、⼆度と離れて暮らすことはできな

いので、なんとか平和に共存できるようにな

らなければならない、という⼤きな家、⼤き

な「世界の家」を受け継いだのです。

 このプロジェクトは、視聴覚資料のキュレー
ション、教材の制作、直接⾏動プログラムの

育成を通じて、キング牧師の予⾔的ビジョン

を実現しようとするものです。キング牧師に

関する資料は数多く存在するため、歴史的な

映像や⾳声記録、ドキュメンタリー映画、⼀

次資料など、最も重要で価値のある資料を選

別することは困難です。私たちのチームは、

これらのリソースの中から最適なものを集

め、フレーム化することで、世界の⾃由な闘

いの過去、現在、未来に興味を持つすべての

⼈に、豊かな学習体験を提供します。

ウェブサイトより

また、これらの資料を基に、教室内外で使⽤

できる教材を制作しています。スタンフォー

ド・オンラインと共同で制作した無料オンラ

イン講座「American Prophet: キング牧師の
内⾯と世界観」、キング牧師の⼈⽣と遺産に

関するポッドキャスト、アフリカ系アメリカ

⼈の⾃由と社会正義に関するレッスンプラ

ン、現代の世界政治と⾮暴⼒的な社会変⾰に

ついて話し合う学⽣、教育者、活動家による

週刊フォーラムなどです。

 また、ワールド・ハウス・プロジェクトは、
世界各地の社会正義団体のネットワークであ

るワールド・ハウス・グローバル・ネットワ

ークのコーディネートも⾏っています。持続

的で変⾰的な変化は、コラボレーションによ

って達成されるのが最善であるという信念の

もと、ネットワークは定期的に会合を開き、

注⽬すべき政治活動にスポットを当て、著名

なスピーカーを招き、⾮暴⼒、⼈権、⺠主主

義に関する継続的な会話を促進しています。

 2020年に設⽴されたワールド・ハウス・プロ
ジェクトは、フリーマン・スポグリ研究所の

シニアフェローであり、マーティン・ルーサ

ー・キング・ジュニア研究教育研究所の創設

ディレクターであるクレイボーン・カーソン

博 ⼠ が 率 い て い ま す 。

https://cddrl.fsi .stanford.edu/world-house
            

             翻訳：寺沢京⼦

https://cddrl.fsi.stanford.edu/world-house


このプロジェクトが希望と友情を表現する⽅法を

与えてくれたことへの感謝の気持ちを語ってくれ

ました。ウクライナの少⼥と芸術作品を交換した

⽶国の参加者は、こう書いています。

             「ウクライナのヤナとパートナーを組むと
いう素晴らしい機会をありがとうございました。

平和のための世界芸術プロジェクトでこのような

素晴らしい経験をさせていただき、とても気分が

⾼揚し、感謝しています。この経験は、私の⼈⽣

において常に本当に祝福されたものであり、この

困難な年にはなおさらそうでした。」

             「みなさんのプログラムのメッセージは、
私たちの世界のコミュニティーの中で、つなが

り、理解、創造性、前向きなコミュニケーション

を⽣み出す上でとても重要です。」

             「希望、愛、創造的な喜びと平和を込め
て。」

 これらは最近私たちが受け取ったたくさんの感

謝の⾔葉の⼀部分です。しかし、平和のための世

界芸術プロジェクトは、世界中のボランティアや

参加者による草の根的な活動であるため、1994年
の第1回⽬の交流から、このプロジェクトにエネ
ルギーを注いでくれたすべての⼈に感謝する必要

があります。

 2022年の交流会のポスターには、前回の2020年
に制作したアートが使われています。私たちは、

世界中の⼈々にインスピレーションを与えるため

にこのプロジェクトの交流会で制作されたアート

を共有し続けることに、いつもワクワクしていま

す。多くの国の先⽣⽅が、私たちのウェブサイト

のギャラリーを教室で教材として使⽤していま

す。

 平和のための芸術作品をもっと⾒るには、私達

のウェブサイト（www.globalartproject.org）の
ギャラリーをご覧ください。平和のための世界芸

術プロジェクトは、2012年よりINMPの会員とし
て活動しています。

キャサリン・ジヨステンKatherine Jostenは、平
和のための世界芸術プロジェクトの創設者/ディ
レクターです。プロジェクトとキャサリンの活動

の詳細については、www.globalartproject.org と
www.katherinejosten.com をご覧ください。
 
               翻訳：⾚松敦⼦
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平和のための世界芸術プ

ロジェクト最新情報

2022年、第15回平和のための世界芸術プロジェ
クト展⽰会（隔年開催）の交流活動が⾏われま

した。ユネスコ賞にノミネートされた世界芸術

プロジェクトは、97カ国165,000⼈が参加した平
和のための国際芸術交流です。200⼈の地域コ
ーディネーターが運営し、世界の中の⾃分が住

む地域に広めてきました。このプロジェクトの

使命は芸術を通して平和の⽂化を楽しく創造す

ることです。このプロジェクトは、多様性と多

⽂化主義を祝いつつ、「私たちは皆、⼀つ」と

いう考えを表現しています

 最近⾏われた2022年の平和のための世界芸術
プロジェクトには、世界中の⼤⼈も⼦どもも含

め、何千⼈もの⼈々が参加しました。この交流

会のために制作された平和を表現する記録写真

が、世界各地の⽂化の中に暮らしている参加者

のみなさんの写真と共に、今、私たちのもとに

届 い て い ま す 。 現 在 、 ウ ェ ブ サ イ ト

（www.globalartproject.org）の2022年版ギャ
ラリーに掲載する画像をまとめているところで

す。

 平和のための世界芸術プロジェクトは、さま

ざまな形で⼈々に感動を与えています。2022年
の交換会では、ウクライナの地域コーディネー

ターが、悲劇を⽣き抜く⽣活の真っ只中で、

K A T H E R I N E  J O S T E N

http://www.globalartproject.org/
http://www.globalartproject.org/
http://www.katherinejosten.com/
http://www.globalartproject.org/
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学校と世界の平和を
創造する

英国で教育や福祉に携わる中で、私は、⼦どもた

ちが平和構築に向けて活動することの価値を、学

校や家庭⽀援サービスでもっとアピールする必要

があると考えるようになりました。学校で素晴ら

しい平和活動をしている⼈たちはたくさんいまし

たが、私は彼らを集めて、これを運動にしたいと

思いました。そこで私は「ピースフル・スクール

戦略グループ」を結成し、2012年、学校が平和
を促進する場となるための考え⽅を整理する⽅法

として、シンプルなフレームワークを開発しまし

た。このフレームワークは、相互に関連する4つ
のレベルで構成されています。

レベル1：個⼈レベルの平和（⽣徒と職員）
レベル2：関係性のレベルでの平和（ペア、グル
 ープ、クラス全体）

レベル3：コミュニティレベル（学校全体）の
 平和

レベル4 グローバルなレベルでの平和（学校の周
り、そして学校を超えたところでの平和）

私たちは、ヨハン・ガルトゥングが提唱した「積

極的平和」の概念に基づき、これを実現しまし

た。積極的平和とは、⼈間の潜在能⼒が開花する

ための最良の環境を作り出すことと説明されてい

ます。

私たちはこのコンセプトを、会議、ピースフル・

スクールズのウェブサイト、そして本の中で広め

てきました：  「平和な学校になるには  - 実践的
なアイデア、ストーリー、インスピレーション」

です。ピースフル・スクールズ・アワード・スキ

ームを通じて、この本の各章を執筆してくれた先

駆的な先⽣⽅とつながりました。彼らは、平和な

環境を作り、⾮暴⼒的な⽅法で⼈間関係を築き、

争いに対処するスキルを学ぶことが、⼦どもたち

や職員にとってどのようなメリットがあるかを説

明しています。

A N N A  L U B E L S K A

2020年、私たちはピースフル・スクールを、仮
想の平和博物館を持つ新しい教育チャリティー

「ザ・ピース・ビルディング」に導⼊しまし

た。そのため、私たちは現在2つのウェブサイト
を持っています！

私たちは、2枚の美しい平和ポスターを制作しま
した。⼀つは⼩学校の児童と職員向けで、もう

⼀つは中学校の年⻑者向けです。「平和な⼩学

校」ポスターは、⼩学校向けに平和の4つの側⾯
を魅⼒的でわかりやすく表現しています。⽣徒

や職員の内なる平和、平和な⼈間関係と紛争の

建設的な解決、平和なコミュニティ（理念と環

境）、世界における平和なつながりという4つの
円が重なるように作成しました。

中⾼⽣向けのポスターは「平和の4つのレベル」
というタイトルで、ティーンエイジャーにアピ

ールできるように⼯夫しています。内なる平和-
⾃分にやさしく」「みんなとの平和な関係」

「学校や家庭での平和なコミュニティ」「世界

の平和-ピースビルダーになろう」など、この年
齢層の関⼼に合わせて⽂⾔や絵を変えていま

す。このポスターは、ピースフル・スクールズ

のウェブサイトから無料でダウンロードするこ

とができます。お楽しみに！

Anna Lubelskaは、Peace SchoolsとThe Peace
Buildingの創設者です。
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ピーススクール、ザ・ピースビルディングによるポスター、前ページの記事参照



「世界における平和のための博物館」は2020年に発⾏され、INMPのウェブサイトから⼊

⼿できます。https://inmp2020.museumsforpeace.org/museums-for-peace-worldwide

平和のための博物館・美術館の情報など、修正が必要な場合はお知らせください。

また、この本に載せるべき平和のための博物館など、ご意⾒もお待ちしております。

締め切りは、2023年6⽉30⽇です。

お問い合わせ先： inmpoffice@gmail.com

よろしくお願いします。

                                ⼭根和代

                                INMPオフィス
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世界における平和のための

博物館：加筆訂正のお願い

INMPアドバイザー ⼭根和代

出版物

D e a d l i n e :  J u n e  3 0 t h ,  2 0 2 3

C o n t a c t :  i n m p o f f i c e @ g m a i l . c o m

 

mailto:inmpoffice@gmail.com


andこのように、相互のつながりの絆を作ること
で、積極的な個⼈と⽂化のアイデンティティ、社

会的認識、⼈と⾃然環境の間に平和の⽂化を創造

する責任を促すことができます。 

トーキングサークルの基本的な⽬的は、安全で偏

⾒のない場を作り、参加者⼀⼈ひとりが話を聞

き、話を聞いてもらい、議論に貢献する機会を得

て、平和な教室を作ることです。その⽬的は、⽣

徒が⼼を開き、互いにつながり、コミュニケーシ

ョン能⼒を⾼めて、教室、学校、家庭、地域社会

に平和の⽂化を創造することです。

詳細およびティーチャーズガイドへのアクセスは

こ ち ら を ご 覧 く だ さ い 。

https://www.peacemuseum.ca/education-
resources

学校での⽂化的平和教育は、⽣徒が紛争解決のた

めの社会的スキルを学び、内なる平和を達成し、

地域社会や精神世界、⾃然界を⼤切にするための

重要な基礎となり得ます。カナダのリビング・ピ

ース・ミュージアムは、無料のオンライン・トー

キング・サークル・教員⽤ガイド：アフリカ、フ

ァーストネーション、仏教の平和の視点」を開発

しました。それ は、INMPの寛⼤な資⾦援助によ
り、⽂化的平和遺産の伝統に焦点を当てたもので

す。 

教師⽤ガイドは、アフリカ、仏教、ファースト・

ネーションズという3つの多様な⽂化的視点から
トーキングサークルの概念に焦点を当てた、4年
⽣〜7年⽣向けの社会科ユニットです。これらの
古くからの伝統は、⻑⽼やコミュニティのメンバ

ーが様々な⽬的のために円形に集まって話し合う

という伝統に基づくものです。会議の⽬的は、紛

争の解決、意思決定、平和維持、和解、癒し、お

祝などです。⻑⽼たちは伝統的なトーキングサー

クルを指導し、祈り、儀式、瞑想、聖なるもの、

歌、踊り、語りなどを含むことがあります。

このプログラムの⽬的は、⽣徒の社会的認識と責

任を⾼めることであり、個⼈と⾃然環境の間を含

め、⼈と⼈とのつながりを認識し、理解し、感謝

することです。  and
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リビングピースミュージアム

と平和のための博物館国際ネ

ットワークが「トーキングサ

ークル教師⽤ガイド:  アフリ
カ、ファーストネーション、

仏教の平和への視点」を発⾏



兵器は、家、道路、⾞と同じように、⽇常的な⾵

景の⼀部として明⽩に、期待されるようになった

のです。

本書は100ページ、写真51枚、カラー写真36枚、
モノクロ写真15枚で構成されています。
画像は中判アナログカメラで撮影し、スキャンし

てデジタルファイルに変換しています。

ハードカバー、100ページ、16.5×22.5cmの縦⻑
Copyright 2023 PhotoEvidence. すべての著作権
を保有します。

写真の著作権 © 2023 David Leshem
パーソナルエッセイの著作権 © 2023 David
Leshem
エッセイ © 2023 エスター・ザンドバーグ
エッセイ © 2023 Nitzan Shahar
ヘブライ語テキストエディター：Yaron David 
翻訳： ビバリー・カッツ＆ニル・ザミール
英⽂編集： デビッド・スチュアート
デザイン： メリケ・タシュクオール・ヴォーン 
プロジェクトガイダンス ：エティ・シュワルツ
アーティスティックとフォトグラフィーの指導 ：
ガストン・ズヴィ・イコヴィッチ

書籍制作指導： スヴェトラーナ・バチェヴァノヴ
ァ 
第1版 ISBN 979-8-9865952-1-4
次 の サ イ ト で 購 ⼊ で き ま す 。

https://fotoevidence.com/books/reliquarium-
by-david-leshem
              翻訳：寺沢京⼦

このFotoEvidence出版の本は、David Leshemが
撮影した、イスラエルの都市環境にある、学校、

幼稚園、交通サークルなどにおける、⼤型⽣兵器

設置の⼀般的で増え続ける現象についての報告書

です。

レシェムの作品は、都市景観にある⼤型兵器の設

置について考察することで、恐怖、安全、国家的

誇りの問題を考察しています。

レシェムの写真は、ロバート・フランクの「他⼈

には⾒えないものを⾒ることが重要である」とい

う⾔葉に沿ったものです。トポグラフィーのよう

な写真⼿法に忠実でありながら、平凡なものを鈍

く映し出すような、そんな写真です。これらのイ

ンスタレーションはどのような意味を持つのか、

⼀般の⼈々はこれらのインスタレーションを⽀持

し、あるいは反対しているのか、あるいは公共の

場に置かれたこれらの武器にただ無関⼼なのか、

という疑問を投げかけています。

写真を⾒るには、フレームに収まっていないもの

に注意を払う必要があります。⾒る⼈に与える影

響、オブジェを設置した⼈の意図、つまり感情を

揺さぶり、思考を呼び起こそうとしたのか、どん

な理由で、どの程度、これらすべてを決定できる

と判断したのか？

異様な存在感を放ちながら都市の中に消えていく

等⾝⼤のインスタレーションを描くことで、鑑賞

者に⽂脈を超えた考察の機会を提供しています。

このようにして、「Reliquarium」は、イスラエ
ルの公共空間における軍の存在という、市⺠的な

⾔説ではほとんど議論されることのないテーマに

ついての議論を呼び起こすのです。ある意味で、

「戦争の陳腐化」が引き起こされるのです。
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 RELIQUARIUM：国威発揚
と平和についての⾒解

D A V I D  L E S H E M

© D a v i d  L e s h e m ,  B o o k  C o v e r  f o r  R e l i q u a r i u m ,

p u b l i s h e d  b y  F o t o E v i d e n c e

 



Roy Tamashiro「2021年 教育哲学・歴史学会
（SoPHE）における会⻑としての講演 ⽬撃者の
意識に向かって：トランスパーソナルな知と存在

への旅」『教育の哲学と歴史研究誌』2022年1⽉
発⾏72号 ): xlix-lx.
 

Tamashiro, Roy. タマシロ，ロイ．「彼⽅からの
呼びかけ：積極的な平和を求める巡礼の旅」

クリスティーナ・ゲイアー・キャンプベル、サイ

モン・コーデリー編 『積極的平和構築』 ケン

ブリッジ学術出版刊 2023年 23-47ページに 掲
載

https://www.cambridgescholars.com/product/97
8-1-5275-9331-2. 

本記事は、ウェブスター⼤学（⽶国）名誉教授の

ロイ・タマシロ⽒から寄稿されたものです。タマ

シロ⽒は現在、国際平和研究学会(IPRA)発⾏の国
際平和研究学会会報の編集⻑、INMPコーディネ
ーターの特別顧問を務めています。

2021年9⽉、ロイ・タマシロは教育哲学・歴史学

会（SoPHE）の会⻑として講演を⾏いました。

講演は「⽬撃者の意識に向かって：トランスパ

ーソナルな知と存在への旅」と題し、広島平和

記念公園・資料館（⽇本）、平和と正義のため

の国⽴記念館（⽶国アラバマ州モンゴメリ

ー）、ノグンリ平和公園・記念館（韓国）、済

州4-3平和公園（韓国）などの平和記念博物館で

体験した⾮⽇常の「トランスパーソナル」現象

について紹介しました。SoPHE基調講演を基に

した全⽂は、『教育哲学・歴史学会研究誌 

Journal   of Philosophy and History of

Education』2022年版に掲載中です。

 また、タマシロが積極的平和を求めて「巡礼

の呼びかけ」を⾏った際の感想、観察、回顧録

は、新刊『積極的平和の構築』として出版され

ています。SoPHE会⻑の講演で引⽤された平和

のための博物館に加え、タマシロは、1968年に

ベトナムで起きたミーライ⼤虐殺の現場である

ソンミ記念博物館の遺跡と展⽰物が、残忍な虐

殺の直後から、追悼、和解、平和構築について

来館者を教育するために、どのように学芸員に

よって精選されたかを説明しています

                                                        翻訳：⾚松敦⼦
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平和のための博物館に

関連する新しい出版物

https://www.cambridgescholars.com/product/978-1-5275-9331-2


2. 軍備：イタリアと世界における現在の戦争の可
能性と、危機と戦争を助⻑し、核の破局を脅か

す、さらに洗練された軍備の⽣産、開発、貿易で

豊かになる政策と経済を⾮難する。

コスタリカの代替選択肢の例。象徴的なもの：

ウクライナのマキシビデオ 

 3. マフィア：世界とイタリアで発⽣したマフィア
組織を特定し、そのツール、主唱者、実践と⽅法

を⽰す。反マフィア組織の特定と、彼らの⾮暴⼒

闘争の成功例を⽰す。象徴的なもの：銃弾で破壊

され⽳が開いた⾞の残骸。

4. 平和都市：識別基準：政治、都市、社会、組
織、理論、具体。達成すべき⽬標と、それを実際

に達成するための⾏政⼿段。世界とイタリアで平

和を⽬指すことを宣⾔した都市の特定と記録。

コッレーニョ(Collegno)：達成された⽬標とまだ
達成されていない⽬標を測る温度計。象徴的なも

の：平和都市を⽰す⼤きな温度計。

 これは、今、私が携わっている仕事のほんの⼀部
分の痕跡です。少しでも可能になることを願って

います。

                                                            翻訳：寺沢京⼦

今、私たちは懸命に働いています。というの

も、コレグノ市の⾏政は、私たちの⼩さなピー

スラボ・ミュージアムを、市の⼤きな市⺠図書

館が⼊る⼤きな建物の中に置くことを決定した

からです。このように、私たちは、多くの⼈が

訪れ、魅⼒的な博物館と図書館を作ることがで

きることを望んでいます。修復作業はすでに始

まっており、私たちの協会のコミットメント

は、私たちが開発したいいくつかの最初の章に

従って、常設展⽰のある建物の1階部分の配置を

担当することです。

1. 移住：イタリア、ヨーロッパ、世界における移

住の流れを分析し、最も効果的であると証明さ

れた解決策を特定し、新しい地⽅、国、国際的

な移住政策を提案します。海岸沿いの出発を管

理し安全な⼈道的回廊の確⽴、受け⼊れ可能性

の想定と分散管理、家族全体の移動に有利なだ

けでなく、若い単独労働者の解決策も組織化

し、壁や拒絶を避けるための解決策です。いく

つかの例を挙げると、カラブリア州のリアーチ

ェの例：過疎化の⼀途をたどっていた村が、海

からやってきた移⺠たちによって再び活気を取

り戻したこと、ベルガモでは、若者をボランテ

ィアや仕事の世界に送り出すためのモデルハウ

ス・スクールを開設していることなどがありま

す。

象徴的なものとして、シチリアで⾒つけた本物

の移⺠船があります。
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コレグノ・ピースラボ・

ミュージアム（イタリ

ア）ルチェッタ・サング

イネッティ LUCETTA
SANGUINETTI

I N  C O L L E G N O！新しい平和博物館・平和研究所

の敷地の前での移⺠船
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“ "永遠に、永遠に、永遠に、固定されたものはないのだから；

⼤地は常に揺れ動き、光は常に変化し、海は  

は、岩を削ることを⽌めない。世代が絶えることはない、  

そして、私たちは彼らにとって唯⼀の証⼈であるため、彼らに責任がある。 "

 

-  ジェームズ・ボールドウィン（『ナッシング・パーソナル』より）

 

画像：Robert Kowalczyk（以下の引⽤⽂とともに投稿されました。
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